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　人の命を支え、人と人とをつなぎ、人の心に訴え

る仕事に励み、「包み、はぐぐむ。」技術を通して、広

く社会に貢献、人類の幸福に寄与したいと考えてい

ます。私たちは、食品缶詰用の缶を製造する事業で

スタートし、製品の安全性、衛生性については、大き

な責任を感じて仕事をしてきました。創業当初か

ら、社会に信頼されて、企業の責任を果たしていく

ことが、持続可能な発展の上で最も重要なことと認

識していました。社会に受け入れられて、信用され

てはじめて成り立つ企業であり、企業が正しく運営

される仕組み、コーポレート・ガバナンスをしっかり

と組み入れて、会社の運営に関し、あらゆるステー

クホルダーに対し、積極的な情報開示と説明責任を

果たしていこうとしています。

　企業の歴史の中で、業容は常に変化しています。

しかし、企業として守るべき根本方針は不変のもの

だと思っています。私たちは、人類を幸福にする企

業です。営利を目的としていません。広く社会全体

の繁栄を目指しています。どんなときでも、私たち

は社会のためになることを願い、私たちの仕事に心

を込め、常に時代の先覚者、開拓者でありたいと願

っています。この夢と志は時代を超えて受け継がれ

ています。

　私たちは、生産、充填・包装、流通、消費、回収・再

生のすべてのプロセスで、かけがえのない地球環

境を重視したソリューションビジネスを目指してい

ます。昔から東洋製罐は、はんだ缶から錫を分離・回

収する電解事業などを通して、資源の回収・再生に

努力してきました。環境経営の充実を目指す継続

的活動の中で、「環境ビジョン・環境目標・行動計画」

の3段階からなる「東洋製罐グループエコアクショ

ンプラン2010」を策定し、2010年に向けて、製

品、生産活動、調達・物流・販売活動、資源循環、コミ

ュニケーションおよび環境経営の分野で定量的な

目標を定め、総合的な取り組みを展開しています。

　PETボトルについても、回収・再生プロセスまで

責任を持ちたいと思っています。循環型社会を形

成するために、2008年10月にペットリファインテ

クノロジーを設立しました。ボトルがボトルに生まれ

変わって何度でも使える「PETボトル to PETボト

ル」を可能にする画期的な循環技術で、私たちの重

要な事業戦略の一つと位置づけています。

　私たちは今、海外の人々にも、私たちの製品、シ

ステム、サービスを愛顧していただこうと、海外事

業にも力を入れています。すでにタイでは、４０年

前から事業を進めており、今では9社が操業してい

ます。日本のものづくりの確かな技術、きめ細やか

なサービスは、海外でも同様に社会に役立っていけ

ると自負しています。私たちは長年にわたって、金

属、プラスチック、紙、ガラスなどの材料をあつか

い、その製造技術、仕上げ技術、加工技術、加飾技

術、密封殺菌技術など、様々な分野で独自の開発技

術を蓄積してきました。このコアとなる技術を活用

し、ＩＴ、エネルギー、ライフサイエンス、環境などの

新たな成長分野にビジネス展開を目指しています。

　これから十年、二十年たった後、私たちの仕事の

範囲は今より格段と広がっていると思います。どん

な業態であれ、私たちは社会に信頼されて責任を

果たす企業として、世界の人々に幸福を届ける仕事

に励んでいきたいと願っています。　

ごあいさつ

東洋製罐株式会社 代表取締役社長東洋製罐株式会社 代表取締役会長

創業当初からの揺らぎなき「おもい」

「ものづくり」の技術を世界に広めていきます

東洋製罐グループの環境経営

東洋製罐グループのビジョン

東洋製罐グループは、容器包装製造をコアとした事業を通して、安全・安心への貢献、環境負荷の低減、使い
やすさと楽しさの提供を行い、豊かで潤いのあるサステイナブルな社会の構築を目指しています。

東洋製罐　根本方針

我社の根本方針
一、我社の目的は人類を幸福ならしむる結果を齎す所になければならぬ。 
二、事業は営利が目的でなく利益は結果であり目的でない。 
三、自己の受持により各自が奉仕の精神を尽し此の精神を団体的に発揮する事に努め、自己の繁栄をねがうと同様に関係業者の繁栄に
努力しなければならぬ。 

従業員服務精神
一、我社は空罐需要者諸彦の共同の製罐工場であり、我社の従業員は是等需要家の忠実なる使用人でなければならぬ。 
二、我々の製品は他の何れのものよりも品質優良、価格低廉、且最も迅速に供給する事を心掛けなければならぬ。然も製品は売るのでは
なく、嫁がせる考へでなければならぬ。何となれば我等の製品は我等の精神を籠めて育て上げた愛しき子供であるから。 

三、小成に安ずるは退歩であって何時迄も若き心と勇猛心を失はず働く事を第一の義務としなければならぬ。

5つの行動指針
（１）当社の基本的な経営理念が創業当初より明確であり、それが現在に引き継がれていること。
（２）容器業に専念し、その容器業を通して人類の幸福に貢献していること。
（３）お得意先第一の姿勢を貫いてきたこと、並びに今後ともそれを貫いていくこと。
（４）組織が簡素化されていること。
（５）品質の向上と生産性の向上に一人ひとりが努力していること。
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